
遠州灘・熊 野灘における現生底生有孔虫群集の

分布と海洋環境
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遠州濕に分布する後期新生譽の古丿隹債環塊復元に適用するため，渥美・志申半島坤海域にお

ける現生底生有孔曵群象の分布と海洋罵1境との関係を解析した。底生有孔虫群築をＱモード

四子分析した結果，底生有孔虫種の分布に彫響する6 環境因子を見い出した。 第１因子は深層

水， 第２囚子は表層木。 餡３囚子は陸棚斜面， 第４因子は志摩海脚，第５因子は中眉水， 節6 因

子は基礎生産量を各々反映している。
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1. は じ め に

海洋科学技術センター海底 下深 部構透フロンティア

は，防災の観点から透州灘の地殻愉造を鯛査している

（図1）。筆者は， 後期新生代における地殻変動の復元の

一環として，今年度底生有孔虫化石群集に基づく銭洲海

嶺を含む南海トラフ周辺の上郎新生界の古水深の推定を

試みている。米谷ほか（1986）は，御前崎沖基礎試錐か

ら産した底生有孔虫群築を基に，遠州耆において上部新

生界の古水深を復元した。同論文によれば，後期中釿世

までの群集は下部淅深海螢を特徴づける檻からなり，後

期鮮新訛の群集は上部漸深海帯を，更新世の群集は浅海

髻を特徴づける種から構成され，地殻の急激な隆起が明

らかになっている。

一般に化石による古環境の復元は，現生種の分布資科

に基づいて行われる。数多の水産闊達の調査が行われて

いる遠州灘ならびに熊野灘は，海洋環境が群しく調べら

れている海域の一つである。関口・野沢（1985）によれ

ば，熊野灘は黒潮流路の内側に中居水の湧昇流が発生す

るため，基礎生産力が高い。内側（勘昇城）における基

礎生産力は沖合の5 倍に違し。とくに伊勢湾湾口は動物

プランクトンの濃密分布域である。黒潮流路下における

溶弃巌素極小帯の上限は水深800m に対して，湧昇域で

.?９θ

は水 深600m と浅 く( 坂本，1985) ， 湧昇洫 により多 鉦に

供給 される 有機物 と海水中の酸素の消費には相 関が霪 め

ら れる。 また， 湧昇城にお ける 水深 毎のｐＨ も常 に沖韶

よ り低い。 した がって， 右機物 の酸化に伴う有哇酸の生

或が推定 され，石灰質底 生有孔 虫の分布へ の影響 が予想

される。

こ れまで，駿 河湾( 井 上，1986 ； Inoue, 1989) ， 遠州

9l(Aoshima,  1978 ； Akimoto, 1990 ； 小 亀 ・長 谷川，

1998)
≫
熊野灘( Ａｏshima,1978 : Inoue, 1989 : Akim ・t・，

1990 ； 大串，1993)｡ 南海ト ラフ( 秋元,1990) から現 生底

生布孔虫群 集が 報告 されてい る( 圜1) 。こ れら 海娘 の群

集も， 秋元 ・長谷川(1989) の粘果 と同 様に， 一般 に水

塊に 支配されて分布 してい る。 しかしながら。 こ れら資

科を 胖細に検 討する と， 井上(1986) は，駿 河湾i弯奥の

S趾１!fortkia ｇｘilii＆ｓｓlgx( ＣｕShm ●ｎ) が卓越 する群 集を

親i朝潜 洫に付随する群集 と捉え。 巾～深朋水の 涌外に 関

連づけてい る。Ａｋｉｍｏtｏ(1990) は.  Chii&stomeU, 。∂。lj。a

Sch  wa^er 及びａａ 心細rrella ａｌｐａ (Ｂrady) を深層水

種とし た。 しかしな がら， 小亀・長谷川(1998) は，こ

れらの樋 が水 深に無閥 係に 分布するこ とから， 水塊以 外

の環境囚 子と関係づけ てい る。熊 野灘にお いては，志 摩

海誨東～ 南斜 面で 浮遊性な らびに底 生有孔 虫散は 最人に

l゛ig.I　ln(kyχ ｍａｐｏｆthe ｓlｕdyal でａ.
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な り（Ａｋｉｍｏ１０，1990 ）， こ の 畔 集 の種 構 成 はGj 。ゐ。･

･wssiduiinct SU＼匆匆＆･-･(Brady) が卓越 する（秋 元・有田｡

1989) 。こ の特 徴は，lｓhiｗａｄａ（1964 ）によ り指摘 され

た倡 （Ｂａｎｋ）性 群集 と共通 する。 し たがって， 本 海蛾

に分布する上 部新生 界から産する底生有孔 虫化石に基づ

いて古堆積環境を解新する ために は，底 生有孔虫群集と

海底地 形，底 貿，中 ・深荊水の特性 など水深以外 の環境

ｌ 子 との関係 の検肘が必要に なる。

小論では。 高い 基礎生 産量が認 められ た伊勢湾口沖な

らび に石 灰貿 砂底 が分 布す る志摩 海脚 上の賦料 を加え

（図2 ）.Ａｋｊｍｏtｏ（1990 ）によ り報告 された渥美 早島沖及

び志 摩海脚両方の産出資科と併せて解析し， 畔集の分布

と海洋環境 との 関係を解明 する。 さらに， 既報の現生群

集の分布資料を墜理 し。 海洋環境 との関係を検討する。

JAMSTEC  J. Deep Sea Ｒｅｓ｡14  (law】

2. 方　　 法

新たに追加した試料は,地質飼査所GH82-2 航海で採集

されたGH82-2-6(335m),-8(744m),-9(1,310m), －16

(1,200m), －19(783m),-20(798m),-2 卜(1,391m),-22

(1.974m),-23(100m),-37(2,007m),-44(2,021m),-45

(2,020m),-47(351m)｡-52(1,971m),-53(2.026m),-54

(2,(Ｍ６ｍ),-79(2,C62m),-88(2,076m) である(図2)。これ

ら試料の処理法は. Akimoto(1990)に従った。

分割器を使用して残渣を分割し，目開き115 メクシュ

の篩にて分離し，底生有孔虫殼の直径が0.125mm 以上

の個体を200 以上含まれる分割試料から双眼実体顕微鏡

下で全有孔虫佃体を攜出した。浮遊性有孔虫と底生右孔

虫とに区分し，それぞれ個体数を数えた後，浮遊性有孔

虫散，底生右孔虫 数，全有孔虫に対する浮遊性種の割合

Ｍ ２ 試 外採 災 地 点 、

I･lg､２ Ｓａｍ】)leslatk,ｎｓilllhcsllldyal･t!ａ.
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及び全底生有孔虫に対する曜着質種の割合を算出した。

さらに底生有孔虫については分類・同定し，種毎に個体

数を数えた。

3. 遠州灘・熊野灘の群集

熊野澱から新たに得られた試料を加え，現生底生有孔

虫の産出状況を表1に示した。Ｑモード因子分析を用い，

底生有孔虫の分布に関係する環境因子を特定する。対象

とした試科は底生有孔虫の産出個体の総数か100 以上の

36試科である。各試科で総個体数が異なるため，百分率

に換算し標準化した。３個体以上産出した212 タクサを

用いて，Ｑモ ード因 子分析（SPSS 社製プログラム）を

した。第６囚子まで解釈することで全分散の74.4% を説

明している（表2）。因子負荷量を表3 に， 表4にはいず

れかの評点が11.01 以上を有した54 タクサを示した。

3.1　 第 １因子

第１因 子 は ， 全 分散 の42.6% を 占 め る 。 囚子 負 荷il は

水深 の 堋 加に 概 ね相 関 す る （113 ）。0.43 以 上 の 商い負 荷

蛩は ， 志摩 海 脚巾 方 の 水 深1,391m 以 濠 の 試科 に 認め ら

れ る 。 志 摩 海 耨 東 方な ら びに 混 美 半 鳥沖 の 水深1,200m

～1,310m に お け る 値は ，0.25 ～0.42 で あ る 。Ｈｏｎｘa et

alバ1983 ） に よ れば ， 水 深1,200m 以 深 の 底 質 は シ ル ト

が分 布 し てお り， 底質 に 顕 著な 差 異は 無 い 。志 摩 海脚 南

方 の 高い 負 荷 量 を示 す 試 科 の 含 泥 率 は71 ％以 上 で あ る

が，束方で も試 料82-2-16 を 除 いて9 鳫 を 超 え る（図jl）。

このＭ に よっ て も，負 荷 量の分 布 と試 科 の 合 祀 率 には 相

関が ない 。

つ ぎに ，水 深 に 関係 し て いる|ﾇ17 ｀と し て ，水 塊 の・ 度

分布 に 着 眼し た。 この 海域 の溶 存 酸 素極 小 慴の ド限が 水

深1,200m ～1,50Cm 付 近 に あ るこ と から ， 深 層 水塊 と の

関係 が 考え ら れ る 。 第１因f･ の 為 い 評点 を 有 す る 扣 は ，

Bulimina aculeata d･Orbigny  (12.7) 及 び 凡cudoparreila

exigua  (Brady)  (6.2) で あ る。 両扣 の多 産深 度 の11 限 は ，

穐ｒ 島SI･に お い て も， 水深1,370  m 付 近 にあ る （Ａｋｉｍｏ１０，

1990 ）。1111海 域 に お け る 溶 存 酸 素 極 小 帯 の Ｆ限 も 水 深

1,200m ～I,500m に あ り， 熊 野 灘 及 び遠 州 灘 とほ| まIlrjじ

で あ る 。 し た が,j て ， 第１凶r･ は ， 溶 弃酸 素 極小 帝 以深

の課層 水 と関係 す る。

3,2　第２因子

この|爿r･は，令分散の13.1% に寄'jしている。図５に

よれば，jEの４い因r･負荷:11は，渥叉｀lt島沖ならびに志

摩･jj41111の水深100 ～238m に分布する。水深200m 付近

j9２

には 表 層水 と中 層 水 の 境 界 が 存在 す るこ と から， こ の因

子は 両 海域 に お け る 表 層水 下 部 の特 性 に 関係 す る 。中 村

(1985) 及 び 杉 本 （1985 ） は ， こ の 海 域 にお い て ， 沿岸

部に 沿 って 高塩 分 の中 眉水 の 泌 昇を 認め て い る。 こ のた

め， 伊 勢 湾口 にお い て， 表 層 水 の塩 素は ， 水 深50m 以 深

では 年 閥 を 油 じ て 一定 であ り， 最 も低 い 夏 季 で も19 ‰

であ る （宇 野 木 ，1985 ）。 遠州 灘 にお い て も， 陸 水 の彰

響を 受 け る 天竜JIlilllで は 塩 分 の低 下 が 認 め ら れる が， 渥

美 半 島 利Iで は 低 温 ・ 高 塩分 の中 潜 水 の湧 昇 に よ り。 水 深

100m ～250  m に 存 在 す る 水 塊 の塩 分は34.5 ‰ を 下 回ら

ない （中村 ，1985 ）。 熊 野 灘 で も ，黒 濶 系 高 温 ・ 高 坦 分

の表 陋 水 が志 摩 海脚 か ら尾 鷲に 向 か っ て 流 入 する 。 この

と き， 表層 水 の 最 下 郎 （塩 分 極 小帯 ；34.1 ～34.3 ‰ ） の

上彫 が 湧 詞一流 を な す （杉 本，1985 ）。 し た か っ て ， こ の

囚子 は ， 塩分 の良 い 表 層 水に 関係 す る と 推定 さ れる。

Cibtcidoides  m ㎡ 汝 凾 くRIlay ）（10.2 ） が 高い 正の 第２囚

子評 点 を 有し， 負 の詳 点は ＆,liｓil ｓ striata d'Orbigny  (-

1.1) 及 び ＆ｉ㎡ ｓ kisfiidocostata Ｃｕsｈｍａｌ and Todd （-

1.6 ） に 認 め ら れ る 。 西 南 日 本 沖 太平 洋 に お い て ， Ｃ.

・･gd・･crisか 分 布 す る 裏・ 水 の塩 分 に つい て検I 付し た 。Ｃ.

mediocrh に よ り特 徹 づ け ら れ る群 集 は,･IEI 向 雁 で は 足 摺

岬西 方に(Akimoto and Ｔｋ,rii. 1996）｡ 黒 潮 流 域では 八 丈島

及 び穐 子島illlに 分 布 す る 。い ず れ の 海域 にお い て も ， 衣

眉 水 の・ 低 塩 分 は34.0 ‰ を 下 ま わ ら な い･（Ａｋｉｍｏt０，

1990 ）。

一方 ， 沿岸 氷 の影 留 を 受け る 海域 では ， 表 層 水 の 最 低

塩分は 低 く， 天 竜jll沖 で は32.5 ‰ ま で （稲葉 ，1985 ）， 士

佐湾内 では32.5 ‰ ま で （宮|||ほ か ，1965 ）， 鄒jl:岬illlで は

33.5 ‰ ま で似 下する （Ａｋｉｍ・t・・itdTc 。ii,1996 ）。 こ れ ら 郎

域に は｡ β・i 詞･ｓａ 即ゐｓ皿iBrady 及 び 召・j,･mitta margi.・汕l

d’Ｏrbigny がJ;!旭 す る(Aoshima,  1978; Akimot ・｡1990:

Akimoto and Ｔｏrii,1996 ）。

負 の 評点 が 高いBuli‘ｓi。αstriata は ， 和模 湾 初島illlシ ロ

ウIJ ガ イ コ ミュニ テ ４に 多産 す る （Aldlllol。｡1994 ）。 同 コ

ミjl ニ テ ４周 辺にお け る底il 水 の含 有塩 ぷIllは ， 海水1 ㎏

‘lj538 な い し540mM で あ る 。 漏出 す る 冷水 の 含 右塩 素以

は ，底 層 水 の そ れよ り 最 大1 鵑 低 い （皆 角ほ か.  1994) 。

Masuzavraeta! バ1 剪2 ）に よれば ， コ ミュニ テ ィ周 辺 では，

冷 湧 水 の 彫響 も無 く，j11 積 物III の 塩 素ljtは 底 哨 水と同 じ

であ り，堆 積 物の 深 度 によ ら ず 一定 であ る 。こ れに 対し，

コ ミュニ テ ４内 部では ， 堆 積 勧 の Ｆ方に 向 か っ て竃 素Xil

が 減 少 し ， 直ll の 底 刎水 よ り 最 人7 ％低 くな る。B.  striata

は ，ｌ し く塩 分 が 低 ドす るコ ミュ ニ テ ィ内 の 堆 積 物illに

最 も多いC 状 冗ほ か』996 ）。

ＪＡＭＳＴＥＣＪ.0e 卯 Ｓｅａ Ｒｅｓ,｡14｛｝9!哨



したがって，Ｃ.・㎡,。C77Sの分布は最低塩分が高い表剛

水に関達し，第２因子は塩分の低い沿岸水の影謡が少な

い表川水に関係すると判断される。

3.3　 第 ３ 及 び 第 ４ 因 子

弟 ３ 囚 子 及 び 第 ４ 因 子 の 寄 与 率 は ， そ れ ぞ れ6.4S.

5.0ft で あ る 。 両 因 子 の 商 い 負 荷 量 は ， 酸 素 極 小 帑 に 相 当

す る 水 深587 ～1,200m に 認 め ら れ る 。 両 因 子 負 荷 ｉ の 深

度 分 布 は 重 複 す る が ， 第 ３因 子 は 渥 美 半 島 沖 及 び 志 摩 海

驛 の 東 西 斜 面 に （ 図6 ）， 第 ４ 因 子 は 志 摩 海 脚 頂 上 に 寢 ら

れ る （ 図7 ）。 し た が っ て ， 両 因 子 は 中 層 水 塊 よ り も ， 地

形 に 関 係 し た 因 子 を 反 映 し て い る と 疂 察 さ れ る 。

池 原 ほ か （1998 ） 及 び Ｈ ｏｌz ａ ｅtal. （1983 ） が 報 告 し

た 堆 積 学 的 資 料 を 考 慮 す る と 。 第 ３ 囚 子 負 荷ji が 高 い 試

科 の 底 質 は 極 細 粒 砂 な い し シ ル ト で あ り ， 第4 因 子 負 街

量 が 高 い 試 料 の そ れ は 細 粒 な い し 中 粒 砂 で あ る 。 前 者 の

含 泥 率 も4 （嶌 以 上 ， 後 者 の そ れ は4096 以 下 で あ る 。 周 羂

に 比 べ 地 形 的 高 ま り で あ る 志 摩 海 ㈹ 頂 部 か ら 南 西 に 向 か

っ て ， 相 対 的 に 高 い 第 ４ 閃 子 負 荷 量 が 広 が り ， 含 泥 串

（lg14 ） お よ ぴ 粗 収 堆 積 物 の 分 布 も 一 致 す る 。 熊 野 灘 表 層

に は1､11潮 系 反 訛 と 称 さ れ る 西 向 流 が 卓 越 し （坂 本,19&5 ）｡

漂 流 ハ ガ キ 調 査 の 結 果 と も 調 和 す る （ 杉 本 ，1985 ）。 堆

積 勧 の 分 布 （ 図4 ） か ら ， 同 海 脚 上 を 表ｉ 水 と 同 様 に 朿

か ら 西 へ 颪 れ る 中 層 流 か 予 想 さ れ る 。

召ｇ ｏｊ。, ・ｓボ ・ａ鈿 休0 ） 及 びBciiri; 。ｓ 。& ｇs&２１ｎｎａ Ａ

（4.1 ） は 正 の 第 ３ 因 子 の 評 点 が 高 く.  Glob 。cassidultna

＆ ｃｌｎ２鈿 （Sideb01t ｏｍ ）（-1,2 ）， ぴ。igerina 芦vbosc･･dg

Schwager  (-1.3),  Boltvtna ・ ゐ脚 仙 （-1.6 ），jfa φ ｓｓｊｉ ａ

㎡可ａｓs　（d･Ｏrbiglly ）（-1.9 ） は 負 の 評 点 を 有 す る 。

弟 ４因 子 の 正 の 評 点 が 高 い 袙 は,  Cibicii ㎡ａ ａｌ 衂 。ｉａｌｓ

（d ’Ｏrbigly ）（6.0 ） 及 ぴ ａ 如 ｙ･lｓａ μregrina  sk 丿匐ｓjIs ｉ

Asan 。 （5.6 ） で あ り ， 負 の そ れ は,  Gyroidixoides

li 加 ｑic ｓ （Iｓh12aki ）（-1.3 ）.ajlasI ・・ ・jl・｡ 。lino  (-

13)｡ 乃 。 ゐ 扣 ｓllga なｓ （-2.9 ） で あ る 。

Ａｏｓhima （1978 ） の 渥 美 ｔ 鳥 祠･及 び 尾 鷲 沖 中 層 水 尋 隘 は ，

Ｑ 心iduibta
 a
。iuato  Sihrestri を 多 産 し,  Baiiviua ｓ ６哨 紬 ，

Ｑ ａ&,ｘｓｓsif㎡ina
 sabgfotosa

を 伴 う 。 葭 斃 ｀F鳥MIll･ 屑 水 群 集

(EN-II 群 集 ） に は｡ ＆ 励lila ｓ ｓ が 回 紬 及 び Ｃ ｓ ｉｓil が

多 産 し ．ａ, 。&ｇ４･ １ 叩 ａ Ａ. ＆ 蔽i ｓ洫 卯4 励 働 師 。（Biｘiy ），

Brizali･ｓ ＆x ，７．７１１ｓ （Ｂａ ｄｙ ）， Ｃｉｌ・,1． ａｂ ｅ・iaｕ ｓが 共 産 す

る （Ａｋｉｍｏt。,1990 ）。 こ れ に 対 し て ， 志 摩 海 脚 西 方 のlll 刷

水I ド の 群 集 は 。 ２ ク ラ ス タ ー<KU-i ・-･IV ） に 区 分 さ れ ，

そ れ ぞ れ 水 深465m, 水 深607m に 分4j す る 。 召必 ｌ,･・ａ

ｙｉ 鈿･sta,  Gymidimrdes ㎡ 渺 Ｑｓｇｘs ， ａ 嚀･ 湘 α1 帥 ＆眦 ｓ 紲扣
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は，クラスターKu-m を特徴づける。クラスターＫＵ-『vは，

KXJ I の毬構成に＆必㎡ｇ ｓ 必愈，ｊ.ｓx４向477 う枷 わる。

Cibitido・ａ ｓ碵 侭７ｘsは第２因子評点が，ｊ.ｓ7￥ｇ 削 ま第

３因子評点が，Ｃ ａ１１㎡ａｓ は第４因子評点が高い。 した

がって， クラスターＫＵ- Ⅲ・- Ⅳは， 表層水及び中層水

下の陸棚斜面ならびに海脚にそれぞれ分布してい た個体

が， 再堆積して 形成した混合群集と判断される。

こ れらのこ とから，志摩海脚頂部では中層流の影響を

受け，堆積 物は分級を受けてい ると判断される。第３因

子は 隆棚斜 而に， 第４因子は志摩海脚に関係すると結論

される。

3.４　 第 ５ 因 子

こ の 因 子 は 。 底 生 有 孔 虫 の 全 分 散 の3.8 ％に 寄 与 す る 。

こ の 因 子 の 高 い 正 の 負 荷 鼠 は ， 志 摩 半 鳥 沖 の 陸 棚 糾 面 上

部 （ 水 深335 ～465m ） に 分 布 す る （ 図8 ）。 各 試 料 の 含 泥

率 は13 ～5 偶 と 変 異 に 富 み ， こ の 因 子 が 底 質 と 関 係 し て

い る 可 能 性 は 低 い 。 一 方 。 正 の 高 い 負 街 量 を 有 す る 試 料

は 。 中 層 水 上 部 が 分 布 す る 水 深 に 位 置 す る 。

BolivittQ ・t功噂 鈿 （8j ） 及 ぴ ａ ｙ,2az㎡ 血liｓ ｓｓ ｇ ７１１ｓｉx

(Thalmann)  (4.4) は 第 ５ 因 子 の 正 の 評 点 か 高 く ， 負 の 評

点 はCibicides ｊ・Ｍ ゆｒａ ｅａ （Ａｓａｎｏ）（-1.1 ） 及 び 癶 。gd。･

μirrella  extgua  (-2.0) に み ら れ る 。 Ａｋｉｍ・ 耡 （1990 ） 及 ぴ

Akimoto and Ｔｏrii （1996 ） に よ れ ば ，∂｡ 叨& 。s紬 及 びj!

夕･ｓ α1ｒiｕl ｓ は ， 沿 岸 水 の 発 達 す る 遠 州 灘 天 竜 川 河 口 及

び 日 向 灘| ］南 市 沖 に 多 産 し ， 外 洋 水 の 影 喬 が 強 い 八 丈 島

及 び 御 子 闘i･1 で は 貧 産 で あ る 。 丑y 。&s,幽 は 天 竜 川 河 口illj

に お い て は 水 深j14 ～187m ，fllill 灘 で は 水 深78 ～726m に

分 布 し ，j! ｓｇ ａz
夕ｉｌａ詒 は

天 産 川 河 口i ●で は 水 深187m に ，

ll 向 澱 で は 水 深199 ～634 】ｍ に 多 い 。 第 ５ 囚 予 のjE の 部 点

が 高 い 両 桟 が ， 両 海 域 に お い て も 溶 舂 酸 素 極 小 帑 以 浅 の

中 泗 水 上 部 で 共 に 多 産 す る 。 こ の こ と か ら ， 弟511 子 は

11･I鳰 水 上 部 の 水 塊 の 特 性 を 反 映 し て い る 。

3.5　第６因 子

第611･r の寄り･謇は. 3.5% である。鳥い第６Ｍ･ｆ の因

子負荷111は，渥美半ａ 沖（KT115-･6-G7) 及ぴ志摩海脚

｛GH82-2-9 ｝の柬斜面に限定される（図9 ）。この２試

科は溶存酸素極小帯に位i″1するが，志摩海脚南ならびに

西斜面ヒの水深1,200～1.310m の試料では因ｆ負荷laは

低い。 伊勢湧湾川は助物プ ランクトンの濃密分布域であ

りU 剛,|・野沢，1985），鳩存酸素極小暈の|･｡隕も他海

域に比べ浅い（坂本，1985 ）。渥ｌｙ鵬から志摩誨脚に

かけての水深l,252in～1.625m では，堆積物の酸化愚兀

３s３
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表２ Ｑモード因子分析結果

mie2 Summary  of factor analysis

点 を, Ｓ ｄ∂㎡s 加4g ｓ Ｅ(Ｕｃｈｉｏ)(-1.9) な ら びに 癶gl ㎡ａ一

如ｒ７樋2g 吻sa2(-3.9) が 商 い 負の 評 点 を有す る 。

Saccorktza  ramosa は ， 西 噺 日本 沖 太平 洋 では 八 丈悔 盆

の水 深1,295m の シ ルト底 及 ぴ2, 匐0 ～3,500m に 多 産す る

(秋 元ほ か ，1996b) 。 南 海 ト ラ フ では ， 水 深2,800m で 海

水 のｐＨ は7.7 ま で 低 下 す る Ａｋｉｍｏ１０,1990) 。 中・ 水 にお

け る 本 種 の多 産 は ， 伊 是 名海 穴 及 び伊 平屋 海 凹 の 熟 水 喰

出 地 点( 水 深l,400m) に 近 傍 に 認 め ら れ る 。 こ こ で は ，

強 酸 性 の熱 水 の 影 響 を 受 け 。 シ ロ ウ リ ガ イを 含 め 熱 水に

依 存 す る生 物 群 集 が 生 息 し， 底 屆水 及 ぴ 間 隙 水 が 酸 性に

な り ， 鉄 酸 化 物 が 堆 積 し てい る(Akimolo ｅt al.. 1992) 。

浬 美 半 島 か ら志 摩 海 脚 に か け て の 水深1,252m ～1.625m

に も. Ｓ. 。 。。諮 が 卓 越 す る 。 志 摩 海 脚 東 方 から 遠 州灘

神 合 い で は プ ラ ン ク ト ン量 が 著 し く 高 い( 関 口 ・野 沢 ，

1985) 。 こ こ で 堆 積 物 表 面 の 酸 化 還 元 電 位 が 低 く ，

pH5.33 ～7.06 の 弱 酸 性 か ら 巾 性 で あ る( 池 原 ほ か｡

1998)｡

ａ ｉ ㎡ ｓj･roboscidea は 黒 潮 流域 の 中堀 水 に お い て，遠

州 灘 では 群 集の 総 個 体 数の10 ％ 以上を 占 め るが ， 熊 野灘の

志 摩 海耨 西 方 海域 ，|:|向 灘 ， 種 子島illl， 八 丈 島周 辺 では

２Ｓ以 下と 少 産 である( ｌｎｏｕｅ.1989 μ 畄jl･･心,1990: Ａｋｉｍ(yｌｏ

ａｎｄ'liｒi,1996) 。 ぴProtos ・･lｓ が 優勢 な 群 集が 分 布 する地

点で は ， 堆積 物 裏濔 の 酸 化 還 元 電位 が比 較 的 高く，pH は

7.33 ～7.06 と 弱 ア ル カlj 性 で あ る 。 膠 着 貿 有 孔虫 比 は17 ％

以'ド であ り， 浮遊 性 有孔 虫比 は5 偶 以 卜｡で あ る 。

Ｑ 両吻,ｌぬ ２９１１ａは ， 敏 河 湾 の 泥 底に 多 巌し(ll, ０ｕｅ，

1989) ， そ の 地 点 は 生 物 起 源 の 粒 子 が多 く 含 ま れ( 片 上，

1986) ， 刹 い 遭 元的 環 境 で あ り，pH は7.58 ～8,10 で あ る

(池 原ほ か ，1998) 。 本 棧 は ，眉|模 湾 の 相 模 海 瓦 シ ロ ウIJ

ガ イ ニlニ ュ ニ テ 彳周 辺に 分 布 す る 黒 色 シ ル ト 貿丿催碵 物 の

群 集 に も優 勢 であ り( Ａｋｉｍｏtｏ et al.,1994)｡ そ れ ら の地

点は 間 隙水 のpH は7.8 以IF で あ る( 秋 元ほ か ，1996c) 。

こ れ ら の こ と か ら ，３種 が 優 勢 な 群 集 は 。 堆 積物 へ 多

量のｲI･ 横 物 が 供給 され る 環 境 に 分 布 す る 。 種 構 成 の 差 賢

は ， 有 機 物 の敵 化 に 起 因 す る ｐＨ の 低 ドの 程 度 をｋ 映 す

る と 考 え ら れ る 。 し た が っ て，１ ６因IF は 志 摩 海 脚 束 方

の高 い 基礎 生 産litを 反 映 し てい る 。

４. 遠州灑・熊 野灘 から報告 された群集との比較

底 生有 孔虫 俳集 の分 布が志 摩 海脚 の 東内 で 罠な るの

で，遠 州灘 ・熊野 灘にお いて既 報の群 集と 今回得られた

群集の深度分 布を比較する 印112) 。

Aoshima  (1978) は．内 南|| 本沖太平洋において． 水深

1,0(X)ｍ までに分布する現生底 生右孔虫群集を．沿岸水群集

JAMSTEC J, Deep Sftd Ｒｅｓ..14{1９9Ｓ

愈位が低 く， 去【iiのpH は5.33 ～7.06 と弱 酸性 からI･|】性

である。 ここで は。 浮避性 有孔 虫比 （ＰyＴ ratio) は5（蹣

以 ドで あ り （1110 ）， 膠 粁質 有孔 虫比(A/T ratio) も

401 以ll と1･S宰で ある ｛lglll ｝。 供給 され た有機物 が酸

化により生成 される布徹酸による 石灰 貿底生有孔虫の溶

觧が想定される。

第６閃 μこおいて｡Saccorh,㎞2ｓ・xｓ2Bｒａｄy（a9 ）,ａ 函sIひ

ｓＳａｄｌｉａ皈9J ，ぴ吻ｓ･夕la知加gij ｓ （5.8）が1.1SいIE の訝

４ひ4
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閥３ 第 １因 子 負 荷 Ｑ の 分 布

Fig.３ Ｄｉs㎡b りUon  of first factor loadings.

図 ４ 含 梶 率の 分 布

Ilig.4()｣ りlib1,110nofm ｕd び,11k･1,1ｓ 作) ．

図 ５ 第２囚 子 負 背Iltの 分 布

ng.  5 Di ｓlibｕlionofs ｅｃｏｎｄｆａｃtｏrloadin 胖

図６ 第３因r･ 負荷1,tの 分 布

ｎｇ.61)is11 怖11110l,(,r111,･rd f≪*'ヽ(or loadings,
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図 ７ 第 ４因 子 負 付 址 の 分 布

Fig.  7 Distribution  of fourth factor loadings.

閥８ 第５川r･ 負荷喩の分布

I旬.8 Dis 【1･ibmion of fifth ractol･㎞ding ｓ

JAMSTEC  J. Deep Sea Ｒｅｓ.，14（|㈲8 ）

図 ９ 第 ６ 因 子 負 荷lll の 分 布

Fig.  9 Dist14b ｕtｉｏｎｏｆsbcthlact ｏr１０ａｄｉｎｇｓ、

叫la 律 遊 性 有 孔gl 比 の 分布

Fig.| 口Dislrib ●11010111111111allicforanlillilcrylcla111･ammiferal

『ali｡(SI.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ４
θ７



(Coastal water type. 水 深40m 以 浅) ， 表 層 水 群 集(Sutace

ｗａｌｅrtype ， 水 深40 ～2{}Onl) ， 中 潜 水 上 部 群 集(Upper

ｗｌｌｅrty ｐｅ， 水 深200 ～4( ｌ ｍ) ， 中 層 水 群 集(lxlt ｅrlnedjale

ｗｉtｅｒlｙｐｅ， 水 深4a3 ～1 μ)Qm) に 区 分 し た 。 】ｎｏｕｅ(1989)

に よ れ ば ， 熊 野 毒 の 水 深 ７０－１００ｍ ～ ３００－４００ｍ に は

β・ivina n911 心Xa 召・li・i  na marginata 群 集 が ， 水 深300 －

400 ～800m に はCassiduliua  carinata･Globoca 心 血lijlg

subgiobosa 群 集 が ， 水 深800 ～2,000m に はBuii ・ina

aculeata･ Ｃ ㎝ ，iｓｇｆｌ 扉 築 か 分 布 す る 。Akimoto  (1990)

は ． Ｑ モ ー ド ク ラ ス タ ー 分 析 に よ り ， 遠 州 灘 Ｓ 美 半 島 沖

及 び 熊 野 潅 志 摩 海 脚 西 方 の 現 生 底 生 有 孔 虫 群 集 を 各 々

EN-I ～EN-V の ５ ク ラ ス タ ー な ら び にKU-I ～KU-

ＶＩＩＩの ８ ク ラ ス タ ー に 区 分 し た 。

Ａａsｊｌｉｎａ(1978) に よ れ ば ， 渥 芙 半 島 沖 な ら び にj･6 贊 狆

の 表 層 水 群 集 は ， 主 に ＆1,‘。f。, 。φ1,sお ，Ｑ ｓｉ,１６ ． ａ,ｉｓ 鈿 ，

Ctfricidesφlxｌｙizﾇl呶 ， Ｃｉｉｉ 鈿 ４s 謂㎡ 湎 ｙis， ＧＭ り<cassiduliMZ

ｓ 匆 鈿5ｓx. Ｑｕllg･toculina  vulgaris  d･Ｏrt４ ａｙか ら 構 成 さ れ

る 。 前 者 に は ，j4 詞mouia ｉｇｌｉ ｓillsjs (lsbi ｚaki) ，yl.

鈿＆, 洳 ａsis()shi ｚaki).al 蒿２ｓ14ｕｉ ｌ 加 ｓ ａ ＡｓａＪＩＱ が 。 後

者 に は 脳 洫l ｕ φ 嘸 朏 血 滷 必 ｓdX)r 勦

|叫11 膠 着 貿 底 心 有 孔 虫比 の 分 布

Fjg.ll Dislri 】)ｕ110110faggl ｕLina1(･{|r｡raminikJI･/total beniliic

lonlllijlif,･n11 rwliり(I勾

4冊

が随伴する。ｌｎｏｕｅ（1989）は， 熊野灘 の水深70-100m ～

300-400m の試料に，Ｃ ｇＳ,ａ鈿が共産するＳ.96, ㎡・･Ｓ.

ｓａφ ｓ 加群集を認めた。EN-I は,  A,  keiienziensts, C.

ntediocris, H.･lifiPoxica で 構成され，β｡。arginaia 及ぴ

Ｃ.ａ・ig 詒は含 まれない。こ れに 対して。 志摩｡■m 西方

の水 深100m に 分 布す るＫＵ-Ｉは， 表荊 水極 であ る 瓦

nippamca,  MiliolineUa d π・1αΓis (Bornemann) の多産で

特徴づ けられるとと もに，II=l層水 の特徴禎であ るGyroi-

dinoides ｌφ鈿ｌ･･ごｓ も多数随 伴する。 加えて， 今lil碍ら

れた111111海域 の試科には。 中層水を 表わす 第３及び第５

囚子の比較的 乱い 閃子負荷 跫が認め られる（図6 ，8 ）。

こ れらのこ とは， 同浅海域での中刎水の湧昇を示唆して

いる。坂本(1985) によれば，熊野灘において 夏季にお

図12 現jl:,底 ｔｲML 虫 醇IS の 分 布 の 比 欹

Fi.12 1)isIr ｉｋ ｌｉｏｎ ｃr bciilhic SII･aminifc ヽrll aｓｓｅｍｂｌａｇｅｓ in llle

walelI mluin ≫, angl celllp ●1･ison ０１ ｅｓtab 】i,aled ass ｅｍｂｌｌｇｒｓ

by 鳬,s111111a{| 叨 ８}，|11.･ｌｅ ＵｇＳ)and A341111i,t｡ Ｕ Ｓ(9 wilh

lho ｓ4･ d,･ll･｢nlill{･1111y lllt･ |,11,ｓ･111 a11111,11･s.
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け る 市 西 風 の 連 吹 な ら び に冬 季 の 北 西 の 季節風 に よる 上

川 水 の 移 動 に よ り， 沿 岸 泌昇 流 が 発 生 す る。特 に 後者 は

陸棚 禄 に 沿 っ て 帯 状に 拡 がる 。 こ れ ら 湧 昇洫 は ， 沖合 水

系 の塩 分 極 小 帯 上 層 か ら 供給 さ れてい る。 こ の 極 小幣 の

上 層は 陸 惻 で は 水 深300m に 位 置 し ，中 陋 水 と 関 係す る

第51g 子 の 正 の 負 荷 量 の 分布 と調 和す る 。こ のこ と か ら，

志 摩 半 鳥沖 で は ， 表 刷 水 群集 の種 組 成に 中 屑 水 の 湧 昇の

影響 が 現 われ てい る と推 察 さ れる 。

クラ ス ターKU-VI ～KU-VIII は ，X? 必 ㎡ 。a aculeata 及

びPseudoparrella  exigttaの 多 産で特 徹づ けら れる 。こ れは

深 川水 塊 を特 徴 づけ る 第１囚 子 で 表 わさ れ る 召｡aculeata

及 びP.  exigua が 優 勢 な 群 集 と種 枇 成お よび 分 布 と一致 す

る。 し か し なが ら ， クラ ス ターKU-VI 及 び-VII に は ， 中

削水 楝 であ るCassidu ぷna  carinati2及 びChilosto).。。Ua ooii,。,2

が 比 較 的 高い 頻 度で 含 まれる 。 一方。 志 摩海 脚 南西に 向

か っ て 相 対 的 に 高い 第４因 子負 術 量及 び含 泥 率 の 低い 底

質 が広 が る こ と から ，巾 層水 が同 海 脚11 を 北 東 から巾 西

へ 流れ る こと に より ， 下 部巾 川 水に 分 布 する 種 が 溽堆 積

する と 刊 断 される 。

5. 結　　 論

遠州灘ならびに熊野灘に分布する現生底111右孔虫ｌ 集

をＱモード・'f 分析した結果，分布に関係する6 環塊因

f･を特定した．第11xl子は穃存酸素極小慴以深の深層水

に，第2 因f･ は沿岸水の彫響か少ない表層水に， 第3囚

f･は陸黯斜lilfに，第4因 子は志摩海脚にそれぞれ関係し，

第511r は巾刈水|‘.部の水塊を，弟６閃子は志摩海脚 家

方の高い基礎生産111を反映している．

巾層水の湧昇に起因して，渥ｌ 半島沖から志摩海脚東

方では基礎生産量の増i 】により深層水群集の蕕構成に影

響が，志摩｀r-ａ 西方の沿岸では衣層水群集に111js水種が

混在がI認められる．さらに，志摩海脚,llに分布している

底化有孔虫の再堆積が，北東から南西への巾層水流によ

り引き起こされている．
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